






































































度成長期､ 二つめは 1980 年代のバブル期､
三つめはバブル崩壊以降であり､ さらに多く






























ました｣5) と指摘する｡ また､ 同報告書は首
長に対してつぎのような ｢公立美術館と地域・





























































間の入館者数は､ 開館の年から 04 年まで 2
万人台から 3万人強の低空飛行であったが､
事業予算との対比で見る限り､ バブル期名残
りの 90 年代前半は､ 事業経費は 6000 万円を
超えていたが､ 震災後は､ 年々減額を余儀な





























































































































をえない｡ たとえば､ 大分県は平成 21











示室面積は､ ……他県の 1/3 にも満たない
状況となっている｡ 都道府県単位でみると､
国立国際美術館のある大阪府を除くと､ 最小













































































表している｡ 福岡市美術館は平成 24 [2012]




の必要性について､ 同報告書は ｢20 世紀以
降の内外のモダン・アートを中心とする近現
美術館と地域社会・経済の連関性を考える 17





























などについて ｢収集・保存､ 調査研究､ 企画､
展示という流れを担う学芸業務を､ この基本
計画ではキュレーションと呼び､ 『つなぐ美










































































16 [2004] 年 6 月に発表された 『静岡県立美
術館中間報告書―ニューパブリックミュージ
アム (NPM) の実現をめざして (提言)―』
と横須賀美術館評価委員会の平成 23 [2011]








































いる｡ 静岡県立美術の場合､ 評価項目は ｢美












































































































構成される歳入額は平成 19 [2009] 年 1 億
485 万円､ 平成 20 [2010] 年に 5,819 万円
(見込み)､ 平成 21 [2011] 年に 6,461 万円
(見込み) と推移している｡ 他方､ 給与費､
運営事業費 (展覧会事業､ 教育普及事業､ 美
術品収集管理事業､ 運営事業､ 開館記念イベ
ント事業―平成 19 年のみ―) から構成され
る歳出額は同期間で 4 億 5,712 万円､ 4 億
5,237 万円､ 4 億 2,760 万円と推移している｡
美術館の事業による歳入／歳出比率でいえば､
同期間で 22.9％､ 12.9％､ 15.1％となってい





















展』 が突出して多く (76.6％)､ 全体との比
較では､ 『所蔵品展』 『谷内六郎館』 『図書室』
が多い傾向がある｡ 初めて来館した人の目的
は､ 全体とほぼ同じような傾向だが､ 『建物







































































については､ ① ｢市民に親しまれる｣ 作品で
あること､ ② ｢歴史的にみた本市とゆかりの




















入が 8,044 万円､ 企画展や講座料が 2 億
1,090 万円､ ミュージアムショップなどから
が 1億 3,282 万円､ 横浜市から助成金などが
620 万円､ 指定管理料が 5 億 1,938 万円で総










きわめて大きい｡ この意味では､ 元来､ 集客
効果が大きい地区に立地する美術館はその恩
恵を受ける余地が大きいことになる｡ とはい















































































































































23 [2011] 年度 2 億 7,463 万円の歳出額に対
して､ 歳入額では展覧会観覧料が 2,689 万円､
図録販売額が 977 万円､ ギャラリー使用額が
517 万円で歳入全体額の 15.2％を占める｡ 残
りは県から 2億 2,279 万円､ 国・民間助成等

























































































場合をみておくと､ 平成 19 [2008] 年に美
術館建設が庁内で検討され始め､ 同市の ｢第
6 次総合計画｣ に ｢美術館構想の推進｣ が盛
り込まれ､ 県庁所在地である同市に公立美術
館を設けることが検討されてきた｡ 平成 21







体的なビジョン (理念) として ｢つながる美
術館｣､ ｢成長する美術館｣､ ｢文化を創る美術
館｣ が示された50)｡ この ｢アートでつながる



































最初の ｢つながる美術館｣ とは､ 他の多く
の美術館と同様に他の文化施設､ 学校､ 芸術
文化団体や市民団体との連携などが強調され
ている｡ ｢成長する美術館｣ については､ 市
民やアーティストの作品紹介などが挙げられ









































交替もあったものの､ 平成 25 [2013] 年 10
月にアーツ前橋 (前橋市美術館) が開館の運
びとなっている｡ 場所としては､ 前橋駅から
徒歩 10 分､ 中央前橋駅から徒歩 5 分という
中京企業研究26
好立地の旧西武百貨店Walk 館地下 1階､ 地










ば 15 分ほどの距離であり､ 県道では 10 キロ
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現状分析に終わらない､ 運営､ 企画､ 研究調
査､ 雇用が円滑に満たされる発展的な方向性




年 11 月)､ 4 頁｡ 購入と寄贈による収蔵品は
約 4,500 点であり､ 大分県にゆかりのある作
家の作品が中心となっている｡ 利用者数は平
成 16 [2004] 年～20 [2008] 年で展示館 (＝
美術館) 14 万～22 万人程度で推移している｡
18) 同上､ 12 頁｡
19) 同上｡
20) 大分県立美術館の利用者数を設立当初の昭和
52 [1977] 年でみておけば､ 132,646 人であ
り､ その後､ 昭和 55 [1980] 年には 150,223
人となったが､ 翌年の昭和 56 [1981] 年には
64,130 へと急減したものの､ 昭和 57 [1982]
年には 128,109 人と回復している｡ その後は､
10 万～13 万人台となり､ 昭和 62 [1988] 年
には 170,886 人となっている｡ その後はやは
り 10 万～13 万人台で推移し､ 平成 8 [1996]
年には過去最高の 184,552 人となった｡ その
後は減少したりしている｡ 年間 20 万人以上を








がある｡ 私設では､ 由布市の末田美術館､ 由
布院美術館､ 由布院空想の森アルテジオ､ 臼
杵市の中国陶瓷美術館がある｡
22) 大分県前掲報告書､ 9 頁｡
23) 同上｡
24) 同上｡
25) 福岡市美術館 『つなぐ､ ひろがる美術館をめ
ざして―福岡市美術館リニューアル基本計画
2012 年―』 2012 年｡ 1 頁｡
26) 同上､ 3 頁｡
27) 同上｡
28) 同上､ 4 頁｡
29) 同上､ 13 頁｡
30) 静岡県立美術館評価委員会編 『静岡県立美術
館評価委員会中間報告―ニューパブリックミュー
ジアム (NPM) の実現をめざして (提言)―』
平成 26 [2004] 年 6 月､ 1 頁｡
31) 同上､ 2 頁｡
32) 同上､ 11～12 頁｡
33) 同上､ 50 頁｡
34) 同上､ 52 頁｡
35) 同上､ 61 頁｡
36) 前掲福岡市美術館報告書､ 14 頁｡
37) 横須賀美術館評価委員会編 『平成 21 年度横須
賀美術館評価報告書 (試行版)』 平成 23
[2011] 年 2 月､ 1 頁｡
38) 同上､ 27 頁｡
39) 同上､ 114 頁｡
40) 同上｡
41) 『平成 23 年度業務計画・横浜美術館』､ 3 頁｡





平成 24 [2012] 年 2 月､ 1 頁｡ あお､ 展覧会
観覧者数でいえば､ 開館の昭和 60 [1985] 年
から 5 年間の年間平均で 149,000 人であった
が､ 直近の平成 18 [2006] 年から 5 年間の年
間平均で 83,000 人となっている｡ 平成 21
[2009] 年は 56,016 人となっている｡
44) 同上､ 3 頁｡ なお､ 1,431 点のうち購入は 546
件､ 寄贈は 723 件､ 部門別の収蔵では､ 購入
に関して寄贈に関しては日本画・郷土美術は
275 件､ 現代美術は 271 件､ 寄贈に関しては､
前者が 567 件､ 後者が 156 件となっている｡
45) 同上｡
46) 同上｡
47) これについて､ 報告書は 『アール・ブリュッ
ト発信検討委員会報告書』 から ｢『アール・ブ
リュット (art brut)』 は､ フランスのジャン・
ビュッフェ (Jan Dubuffe 1901-1985) とい
う芸術家が考案した言葉で､ 日本語に訳され





した芸術』 と解釈され……｣ と紹介する｡ 同
上､ 10 頁｡
48) 同上､ 19 頁｡
49) 同上｡
50) 前橋市 『前橋市における美術館基本計画』 平
成 22 [2010] 年 11 月､




55) 同上､ 5 頁｡
56) 同上､ 7 頁｡
57) 同上､ 8 頁｡
58) 1) 前掲報告書｡
59) 同上､ 31 頁｡
中京企業研究30
